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	１．業務概要
	福岡県苅田港近海（海上作業）
	３．履行期限
	５．業務仕様
	５－１　総　　則
	本特記仕様書に定めのない事項については、「港湾設計・測量・調査等業務共通仕様書（国土交通省　港湾局　令和７年４月）」の定めによるものとする。
	なお、設計図書公表後、共通仕様書等の改訂により実施内容に変更が生じた場合は、調査職員と別途協議し実施するものとする。
	（１）GNSSセンサー及び小型波浪計の設置業務
	受注者は、苅田港沖合に位置する海上タワー周辺（図1）に設置された既存の航路標識ブイ（図2）に、支給されたGNSSセンサー一式（図3）を取り付ける。また、受注者は調査職員と協議の上で小型波浪計用の係留索の設計・製作を行い、海上タワー周辺海域に設置した係留索に小型波浪計（図4）を取り付ける。水深10m程度の海域に，概ね1年程度の設置期間を想定している。
	具体的な実施項目は以下のとおりである。
	・小型波浪計用の係留索の設計及び製作（図4参照）
	・九州地方整備局苅田港湾事務所との設置工事に関する調整
	・設置に必要な許可申請及び傭船手続き（傭船費用は受注者負担）
	・海上におけるGNSSセンサーの取り付け（図２）及び小型波浪計の設置作業（図４）
	（２）GNSSセンサー及び小型波浪計の保守管理業務
	受注者は、苅田港沖合に設置したGNSSセンサー及び小型波浪計の保守管理業務を行うこととする。時期は観測機器設置から履行期限までの期間に計６回実施、具体的な作業内容は下記の通りである（傭船費用は受注者負担）。
	・小型波浪ブイ付着生物の除去、係留ロープの点検、SDカード交換等
	・GNSSセンサー治具及び係留ロープの点検等
	・灯標の交換
	なお、小型波浪計の流出など緊急の保守管理作業が発生した場合は、履行期限の末日までに契約変更を行った上で実施するものとする。
	（３）GNSSセンサー及び小型波浪計の回収業務
	受注者は、調査職員と協議の上で、履行期限前にすべての観測機器を回収することとする。本業務により生じた不用品は受注者の負担により適正に処分すること。
	図１　福岡県苅田港周辺海域　　　　　　　　　　図２　航路標識ブイ
	図３　GNSSセンサー一式　　　　　　　図４　小型波浪計と係留索
	５－４　報告書作成
	（１） 受注者は、上記５－３で行った作業内容等をまとめて報告書を作成することとする。
	（２） 提出先
	７．その他

